
令和３年度　新水道ビジョンの施策内容の進捗管理表

施策方針 施策内容 令和３年度中の実施目標 ３か年 担当 令和３年度実施した内容 令和４年度以降計画

直結給水方式の推進
・直結給水方式の推進（対応可能な範囲が対象）

PR等により導入の推進を図る。
直結直圧給水方式と直結増圧給水
方式を採用していることをHPでPR
する。（HPを更新する。）

- 給水 給水相談時にてＰＲした。

直結直圧給水方式と直
結増圧給水方式を採用
していることをHPでPR
する。（HPを更新す
る。）

受水槽管理者への指導
・小規模受水槽の管理者への指導

管理基準に基づく指導を行い、
合わせて直圧給水への切り替え
を促す。

市報へ掲載する。 - 給水 ホームページにてＰＲした。 市報へ掲載する。

安定した水源の確保
・知多浄水場～上野浄水場連絡管の早期完成の要望

事業の動向を注視しながら早期
実現を愛知県企業庁に要望す
る。

企業庁に対し要望を行う。 - 料金
7月の県市懇談会を通じて企業庁に要望を実
施した。

ー

安定した水源の確保
・木曽川水系連絡導水路（徳山導水路）の早期実現の要望

事業の動向を注視しながら早期
実現を愛知県企業庁に要望す
る。

事業の進捗状況を確認する。 - 料金
新たな基準に沿った検証に係る検討が進めら
れており、現時点で水供給のリスク管理の検
討に着手していることを確認した。

ー

感染症の予防と対策
・行動計画に基づいた適切な業務継続及び水道水の安全性の周知

行動計画に基づいた適切な業務
の継続及び水道水の安全性の周
知を図る。

行動計画通りに実施しているか
チェックする。業務を停止しな
い。市民が水道水の安全性を理解
しやすいようHPを更新する。

- 料金 HPを工夫し水道水の安全性をPRした。 行動計画を実施する。

水源域の保全
・水源の涵養機能の保全を目的とした作業の実施

水源の涵養機能の保全を目的と
した作業の参加に努める。

南部ブロック協議会主催の保全活
動に参加する。長良川水域への保
全協力方法を検討する。

- 料金
コロナ禍により、毎年参加している南部ブ
ロック協議会による水源地の保全活動が中止
になった。

南部ブロック協議会主
催の保全活動に参加す
る。

配水池の耐震化
・新たな地震動による各配水池の耐震性の照査
　対象施設：深谷配水池（RC造×1池）、北部配水池（PC造×2池）

新たな地震動による耐震性を照
査する。

施設整備計画に基づき、耐震診断
を実施するための内容を精査し、
予算化を行う。

〇 工務

令和４年度に実施する予定であったが、令和
７年度に事業計画の見直しを行った。併せ
て、耐震診断の内容を精査し３か年計上を
行った。

令和７年度実施予定。

基幹管路の耐震化
・基幹管路の耐震化

耐震性の高い管渠への布設替え
工事を計画に実施する。

令和３年度予定箇所の工事を実施
する。

〇 工務

大規模地震等の被災時に、被害を最小限に留
め、長期の給水制限を避けることができるよ
う、計画どおり基幹管路の耐震化を進めた。
今後も継続して耐震化を図るとともに、早期
整備に努めていく。

継続して耐震化を実施
する。

重要な給水施設への管路の耐震化
・避難所など重要な給水施設への管路の耐震化

耐震性の高い管渠への布設替え
工事を計画に実施する。

令和３年度予定箇所の工事を実施
する。

〇 工務

大規模地震等の被災時に、避難所などの重要
給水施設へ早期給水開始ができるよう、計画
どおり耐震性の低い管路の耐震化を進めた。
今後も継続して耐震化を図り、令和５年度の
整備完了を目指しいく。

継続して耐震化を実施
する。

被災時配水ルートの早期確保
・非常時操作バルブマップの作成及び操作訓練の実施

重要な給水施設への配水ルート
を確保するためのバルブマップ
を作製し、非常時の対応強化を
図る。

バルブマップを完成する。組合等
と連携した訓練を実施する。

工務

避難所などの重要給水施設への応急給水台帳
を整備するとともに、職員による応急給水訓
練を実施し、災害時の対応力の強化を図っ
た。水道工事店組合との訓練については未実
施。

定期的に自主防災訓練
等を実施し、災害時の
対応力強化を図る。

災害時の対応訓練
・応援給水訓練の実施

応急給水訓練を継続的に実施す
る。

南部ブロック合同訓練等へ参加
し、広域連携の強化を図る。

給水

南部ブロック合同訓練に参加し、関連団体と
の連携した応急給水訓練を行った。また、市
総合防災訓練や下水道課との合同訓練等によ
り、給水タンクや応急給水栓による応急給水
訓練を行った。

定期的に自主防災訓練
等を実施し、災害時の
対応力強化を図る。
南部ブロック合同訓練
等へ参加し、広域連携
の強化を図る。

災害時の対応訓練
・応急給水マニュアルの作成

応急給水マニュアルを作成す
る。応援体制を構築する。

手順マニュアルを作成し、訓練に
より手順を確認する。

給水 訓練を基に、手順マニュアルを作成した。
手順マニュアルを基
に、訓練により手順を
確認する。

緊急連絡管の運用訓練の充実
・緊急連絡管運用訓練の継続実施

愛知県企業庁や関連市町と合同
で運用訓練を実施する。

南部ブロック合同訓練等へ参加
し、広域連携の強化を図る。緊急
連絡管の操作方法を習得する。

工務
企業庁や近隣市町と合同で応急給水および支
援連絡管操作訓練を実施することにより、職
員の災害に対する対応力の強化を図った。

継続して合同訓練に参
加する。

資産の適切な管理の推進
・水道施設の維持管理計画の策定と実施

水道施設の維持管理計画を策定
し、適切な維持管理を実施す
る。

維持管理計画の策定作業を行う。 工務

配水場等の定期点検を実施し適切な維持管理
を図った。施設整備計画に基づき、設備更新
等の内容を精査し、適正な維持管理を図って
いく。

継続して適正な維持管
理工事を実施する。

資産の適切な管理の推進
・水道施設台帳の整備

水道施設台帳の整備を行う。
広域化や下水道施設との連携を図
りながら、有効性のある台帳の方
向性を検討する。

工務
他市町の台帳整備方針の状況を確認するなか
で、有効な水道施設台帳の整備方法を検討し
た。

水道法第22条の3に基づ
いた水道施設台帳の作
成を令和4年9月30日ま
でに実施する。

水道施設の計画的な改築・更新
・計画的な水道施設の改築、更新の実施
　対象施設：管路、配水池、増圧ポンプ場

水道施設の改築・更新工事を計
画的に実施する。

令和３年度予定箇所の工事を実施
する。（管路のみ）必要に応じ計
画の見直しを行う。

〇 工務

配水場等の設備更新について、水道施設整備
計画に基づき、３か年計画への計上を行っ
た。今後も、計画的に更新を実施し、施設の
長寿命化を図っていく。

水道施設の改築・更新
工事を計画的に実施す
る。

安全

強靭

持続
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有収率の向上
・計画的な漏水調査の実施

漏水調査を計画的に実施する。
漏水調査の計画を策定する。機器
の取り扱い方法を習得する。

給水

区域選定を含め調査方法を検討した。相関式
漏水探知器を使用した調査を試験的に導入す
るとともに、全職員が機器の取り扱い方法を
習得した。

漏水調査を計画的に実
施する。

有収率の向上
・計画的な老朽管の更新、改築

老朽管の改築・更新工事を計画
的に実施する。

施行箇所の詳細な検討を進める。 〇 工務

旧土地区画整理事業において布設した耐用年
数を経過した管路の区域を抽出し、３か年計
画への計上を行った。引き続き、施行箇所の
詳細な検討を進め、計画的な老朽管更新事業
を実施していく。

令和５年度より老朽管
の改築・更新工事を計
画的に実施する。

増圧配水区域の縮小
・増圧配水区域の縮小検討

施設の更新時期に合せて増圧配
水区域の縮小を検討する。

該当なし。 工務

県水直結配水による広域連携の協議を進めて
いるところであり、増圧配水区域の廃止また
は縮小を視野に入れて、継続して協議を実施
していく。

愛知県企業庁等と継続
して協議を進める。

民間活力の活用
・民間活力の活用事例の収集と分析

民間活力の活用について、事例
を収集するなど、採用可能な手
法を検討する。

関連企業への聞き取りや先進事例
を研究しながら資料を収集する。

料金

民間活力の活用
・管路更新事業のPPP/PFI手法の導入検討

民間活力の活用について、事例
を収集するなど、採用可能な手
法を検討する。

関連企業への聞き取りや先進事例
を研究しながら資料を収集する。

料金

民間活力の活用
・事業運用方式の検討

民間活力の活用について、事例
を収集するなど、採用可能な手
法を検討する。

関連企業への聞き取りや先進事例
を研究しながら資料を収集する。

料金

お客さまサービスの向上
・新たな料金支払い方法導入検討などの継続

料金支払い方法の拡大など、お
客さまサービスの向上を図る。

新たな支払い方法や窓口ワンス
トップ化など採用可能な手法につ
いて検討を進める。

料金

スマートフォン決済の拡大（auPAY、ファミ
ペイ、)を実施した。また、引っ越し時のWEB
による一括申込サービスを導入し、お客様の
利便性向上を図った。

新たな支払い方法や窓
口ワンストップ化など
採用可能な手法につい
て検討を進める。

適正な水道料金の設定
・適正な水道料金の設定

経営戦略の見直しに合せ、水道
料金の改定時期等を検討する。

料金シミュレーションを実施し、
計画との乖離を確認する。

料金
料金シミュレーションを実施し、口座割引制
度の廃止、料金改定の時期、起債活用の是非
について検討を行った。

料金シミュレーション
を実施し、計画との乖
離を確認する。

収納率の向上
・収納率の向上を図る取り組みを継続して実施

収納率の向上を図る取り組みを
継続して実施する。

民間ノウハウを生かした取り組み
を継続する。1年後の収納率99％
以上を維持する。

料金
民間ノウハウを生かした取り組みを継続し、
1年後の収納率99％以上を維持することがで
きた。

民間ノウハウを生かし
た取り組みを継続す
る。１年後の収納率
99％以上を維持する。

収納率の向上
・口座振替の推進

口座振替のPRを実施する。
アパートなどへのビラ配布等を実
施し、PRを行う。

料金
アパートなどへのビラ配布等を実施し、PRを
行った。

HPでの周知や、新規申
込の際に口座振替を積
極的に案内する。

収納率の向上
・滞納者の状況の正確な把握。・収納へ向けた適切な対応

収納へ向けた対応を適切に行う
ことで滞納額の圧縮を図る。

滞納者へ適切な時期の連絡など、
きめ細かな対応を行う。

料金
滞納者に対しては、適切な時期に連絡を行
い、収納率の向上に努めた。

滞納者へ適切な時期の
連絡など、きめ細かな
対応を行う。

資金の効率的運用
・国債などの有価証券に投資を行うことによる資金の効率的な運用

国債などの有価証券への投資を
行う。

市部局と調整し、早期の購入を実
施する。

料金
市部局と調整し、庁内会議で起債購入時の
ルール等が決定された。実際の購入にあたっ
ては、料金シミュ―ション検討後とした。

有価証券への投資の再
検討を行う。

遊休施設の有効活用
・遊休資産の売却や遊休地の貸し出しの実施

遊休資産の売却や貸し出しを実
施し、資産状況の改善を図る。

遊休資産の測量・鑑定評価・土地
対策会議など、売却手続きを進め
る。

〇
料金
工務

星崎浄水場の用地確定測量を行い、売却の準
備を進めた。その他の遊休地について、関連
する部署と今後の活用方法を協議した。ま
た、岩滑東浄水場跡地や浜田増圧ポンプ場跡
地の貸し出しを行った。

遊休資産の売却や貸し
出しを実施し、資産状
況の改善を図る。

広域的な連携の推進
・愛知県水道広域化研究会を通じた方策の検討

愛知県水道広域化研究会におい
て広域連携の検討を進める。

研究会や近隣市町と合同で採用可
能な方策を検討する。下水道事業
との連携方策を検討する。

料金
工務

愛知県水道広域化研究会を通じて、知多地区
での料金調定システムの共同発注等について
検討を行った。企業庁による阿久比広域調整
池の直結配水について、基本的な考え方や関
連団体の調整を進めた。

知多地域での料金調定
システム等の共同化に
ついて、実現に向けた
調整を進める。

技術の継承
・内部、外部の各種研修や技術講習会への参加

内部や外部の各種研修や技術講
習会に参加し、業務の効率化、
技術力の向上を図る。

研修会等への積極的に参加する。
近隣市町との勉強会の開催する。

工務
料金

市関係課と連携し、現場見学会や技術講習会
に参加し技術の向上に努めた。また、経理事
務の向上のためオンラインによる講習会に参
加した。

研修会等へ積極的に参
加する。

指定給水装置工事事業者の技能向上
・指定給水装置工事事業者会議を利用した技能向上

指定給水装置工事事業者会議等
により技能向上を図る。

指定給水装置工事事業者会議を開
催する。

給水 コロナ禍のため開催できなかった。
協会等の技術講習参加
を促す。

民間活力の活用につい
て、事例を収集するな
ど、採用可能な手法を
検討する。

関連企業や他市町の取り組みについて聞き取
りし、資料収集を行った。

持続
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スマートメーター導入の検討
・スマートメーター導入手法・効果の検討

スマートメーターの動向に注視
しながら、導入に向けた検討を
行う。

導入時の試算や課題などを検討す
る。

料金

スマートメーター導入の検討
・スマートメーター機器動向の確認

スマートメーターの動向に注視
しながら、導入に向けた検討を
行う。

メーカーへの聞き取りや、近隣市
町と勉強会を実施する。

料金

スマートメーター導入の検討
・他事業体のスマートメーター導入状況の把握

スマートメーターの動向に注視
しながら、導入に向けた検討を
行う。

メーカーへの聞き取りや、近隣市
町と勉強会を実施する。

料金

効率的な事務作業手法導入の推進
・ＲＰＡ手法導入の検討

導入可能な作業の抽出、効果の
確認、費用対効果など、導入の
検討を行う。

研修会への参加する。包括委託へ
の採用を検討する。

料金
ＲＰＡ操作の研修に参加するとともに、市が
導入したシステムを活用し、資料の作成を
行った。

適用できる業務の検討
を行う。

再生可能エネルギーの有効活用
・再生可能エネルギー有効活用の導入検討

資源やエネルギー使用の見直し
などにより環境負荷の低減を図
るとともに、環境の保全に努め
る。

先進事例の調査、採用可能な手法
の検討を行う。

工務 未実施
先進事例の調査、採用
可能な手法の検討を行
う。

水道事業に関するPR活動の実施
・市内イベントへの参加

水道水の安全性や災害への備え
などについてのPRを実施する。

防災講座等を活用したPR活動を実
施する。

料金
コロナ禍により市内イベントが開催されず、
ＰＲ活動を中止した。

イベントでのＰＲに加
え、ＰＲ用ホームペー
ジを作成し、さらなる
周知を図る。

水道事業に関するPR活動の実施
・アンケートの実施

水道水の安全性や災害への備え
などについてのPRを実施する。

アンケート方法を検討する。 料金 未実施
アンケート方法の検討
を行う。

水道事業に関するPR活動の実施
・パンフレットの配布

水道水の安全性や災害への備え
などについてのPRを実施する。

水道週間のボトルとともにパンフ
レットを配布する。

料金
水道週間にあわせ、水道事業のＰＲビラを水
道水と一緒に配布した。

水道週間のボトルとと
もにパンフレットを配
布する。

水道事業に関するPR活動の実施
・水道施設見学会、出前講座の実施

水道水の安全性や災害への備え
などについてのPRを実施する。

水道施設見学会、出前講座を実施
する。

工務

水道に対する理解と関心を高めてもらうため
に小学校４年生を対象とした出前講座を平成
25年度より実施しており、今年度も市内14校
のうち希望する13校において水道出前講座を
実施した。

水道施設見学会、出前
講座等を実施する。

スマートメーターの動
向を注視し、情報収集
を行う。

メーカーへの聞き取りや、近隣市町と勉強会
を実施した。あわせて、先進都市の事例や電
気・ガスの動向を調査し、検針にかかる課題
等を取りまとめた。これらから、スマート
メータ導入に係るメリット・デメリットをま
とめ、今後の方向性を検討した。

持続
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